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氏名 学年 指導教官 研 究 テ J マ
波辺邦夫 M2 川村俊硫 ニホソザル個体間の反銃関
係と介入行動一福井県だ'石浜
町苛海A群について
佐瀬 俊 M2 河合雅雄 ニホソザル自然群のオスの
生活史一特にオスどうしの
結びつきに焦点を合わせて
雫石邦義 Ml 川村政攻 究中国山地における哺乳抗
の分布と保誰 (川村俊放 ･
和泉剛と光岡)




松村道- Ml 久保田耽 盟長現の随意迎動の制御に
おけるシナプス扱f+枠の解析










































｢烈引け ジア地域 (タイ ･イン ドネシア)にお
ける日然環ftと人間行動についての報告｣

























































































































































































牧 野 俊 犬
山張期間 :48fF･7J1-9A
























































江 原 昭 苦
出張】UlHl:481rT･10月～49年2月
日 限 J&･:巧ドイIy.(キール大学)
西ドイツのキ ルー大学理学部人塀学教室から,1973年
度の冬学期の Hauptvorlesung(中心講義)杏,客員教授
としてP.当してくれないかとの依桁があり,惣菜の末,
ひき受けることにした｡この大学には,かつてフソボル
ト田学生として,二年間研究に従事し,また客員調節と
して,後も望たちや研究拒串を行なったこともある.そん
なわけで,キールには,数人のよき肺や,多くの同僚･
後雄がいるo
その教室に穴変がおこったO主任1M･2カ'4LiL逝し.それ
以来伝統的な人研系統諭の諾.C掛こ.大きな穴があいてし
まったのである｡ドイツの*-tf:は,斑･冬の二,:7:抑制で,
たとえば冬':/L:lmpこ,人柄系統諭の Ihuptvorlcsungがあ
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ると,次の夏学期には,その内容の主だったところ,つ
まり年代学･先史学･人析形態学 ･人碇起源諭･霊長玖
学 ･入所迫伝学その他が,Spezialvorlesungとして,各専
門の教授や訴師によって担当される.そして,この夏学
期には,別の,たとえは応用入校学が Hauptvorlesung
になる｡そして,これが繰り返されるわけで, Spe2ia1-
vorlesungはその都度テーマが変っても,Hauptvorlesung
は,教室の中心講説として,内容はとも角,テーマは変
らない｡
Hauptvorlesungはまた,ゼミナ-ルを伴う.講義に関
係する文献を,一回に少くとも一冊の割合でこなしてゆ
くことになり,講義の補佐をする助手の学閥的負担は,
ここにきわまる感じがする｡逆にこのようにして,若い
研究者は学閥を身につけてゆく｡
週一皮行なわれるこの講義を中心として,標本準備,
図表やスライドの作私と,技官･古参研究員･助手が系
列的故能を果しており,もし教授が安易に休談でもする
と,この機能が板こそぎくずれてしまう.
あるとき,地質学会の例会で,人机進化に関する特別
訴抗を依航され,ちょうど言推丑の時間と歪なっていた｡
これも学問泊動だし,ただ一回くらいの休誠と考えて,
ひき受けたのが誤りだった｡助手がきて
｢訴追は'学生に対する大学の節一浪務です｣
という｡結局講衣と講演を,終りと始めの10分ずつをず
らせて,連続三時間喋る破日になってしまった｡l
羊の冬学期は,まさに私にとって,いうにいえない苦
しさは別として,きわめて多くの出藍な経奴と,純粋な
大学時間を過すことのできた,長高の細問だったと.ril.っ
ている｡
以上のほか,すでに出張期間の終了したもの として
｢サルの前頭前野の細胞活動と行動に関する研究とサル
の随意運動の神経生理学的研究｣(二木宏明,46年8月
～48年7月,アメリカ国立精神術生研究所),49年度に
継続されるものとして ｢限球運動系に関する研究及びサ
ルにおける小脳大脳相関と述動のコソトT]-ルの研究｣
(松故謙一,47年4月～49年8月,アメ1)カニニ1-≡
ーク市立大学及びカナダ-ウエストソ･オソタ1)オ大
学)｢ア71)カにおける霊長現の生態学的研究｣1) (鈴木
晃,47年8月～49年6月,ケニア･タンザニア･ウガソ
〆･エチオピア･ザイ-ル) ｢血管系からみた霊長Wlの
進化適応に関する比較生理学的研究｣ (日片文夫,48年
5月～49年5凡 西ドイツ-三マールブルグ大学)が行な
まっれた.
I)特別部菜による.
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